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はじめに 

 Anadara 属「アカガイ(赤貝) 」の和名は近年の学術論文ではフネガイ

目フネガイ科リュウキュウサルボウ属(アカガイ属)にされている(松原ほ

か 2022)。にぎり寿司のネタとして多くの人に喜ばれて食されていて、

これらの多くはアカガイ属やそれに近縁なハイガイやサルボウガイなど

も、むき身に加工されアカガイとして販売されている。ちなみにアカガ

イの身が赤いのは、呼吸色素がヘモグロビンと同様に鉄ポルフィリンを

補欠分子団とするエリスロクルオリンのためとされている。 (ウィキペ

ディア)  Anadara 属が出現したのは 漸新世（約3000万年前) とい

われている (岩崎 1964) 。中新世には浅海の砂泥質の海底で大繁栄して

多くの種や亜種が現れた。またこれらは古くから多くの分類学の研究者

の対象として注目を引くことになり、現在でも議論は続けられている。

(藤井 1961, Noda 1966, 野田・高橋 1986, 鈴木・林 2015 ほか) 今

回、これまで主に西日本地域で採取した標本や、交換で入手した標本を

再検討したので、その結果を報告する。 

 

 

Anadara 属の一般的な特徴 

 Anadara 属は、一般的に殻が厚く、殻表には殻頂から腹縁

部にかけての明瞭な多数の放射肋が装飾され、殻頂から同心円

状に広がる成長輪脈と交叉することによって、肋頂に結節をつ

くる場合もあり、また肋頂に細い溝線を有するものもあり、2

分枝肋と呼ばれている。最大の特徴は二枚の殻の合わさり部の

ヒンジとか蝶番と呼ばれるところに、多くの歯が櫛歯状の構造

で一直線上に並び、高さの低い三角形の広い靭帯面をもち、丸

く大きな殻頂がその嘴を靭帯面に巻き込むように被さる。これ

によって殻頂を通る縦断面はハート型を呈する。殻頂は多くの

場合前方にかたよる。殻内壁には、前後に殻の開閉筋跡が保存

の良いものは茶褐色の色まで残っている。また前部の筋痕は後

部のそれより小さい。丸く広がる腹縁端は放射肋に対応して刻

まれる。套線は明瞭であるがハマグリやアサリと同様の外套湾

入はない。アカガイは水管を持たず、外套膜で 入水管と出水管

に相当するような水管状の2つの孔を 泥表面に形成するのが観

察されている (沼口 1998) 。 

  



 

 

  

標本リストと殻の形態の測定 

 各産地で得られたすべての個体の計測をする必要

があるが、この報告では省略し産地ごとの最も保存

の良い個体を1標本選び測定した。尚、同一産地か

ら別種が見出される場合はそれぞれの1個体を測定

した。種名の確定できないものは暫定的にすべてを

Anadara sp.とした。 

 

 

Anadara 属の分類 

 本報告で取り上げたAnadara 属は、秋田県から

沖縄県西表島の現生種と化石種の自採、および交換

品を使用した。よって標本の採取地に偏りがあり、

分布地についての調べが十分にできないが、西日本

中国地方の中新世中期の備北・勝田層群ほか、また

大阪の梅田層や名古屋港の南陽層(？)、また、姫路

市内での下水道工事の地下2ｍ近くで採取した完新

世および西表島の打ち上げ貝も検討に加えることが

できた。勝田・備北層群の中新世中期の 

表1 標本部位計測結果 

図2 標本の産地位置図 



A.kakehataensis,  A.daitokudoensis,  完新世の大阪・名古屋港などのA. satowi ( サトウガイ) ,  A. 
brougtonii  (アカガイ), 等について殻の外形の特徴を以下に紹介する。その他の産地のAnadara 属に

ついても表1に殻の各部位の計測結果を示した。 

 

 

西日本の中新統から産出する Anadara kakehataensis について 

 A. kakehataensis は、

糸魚川・静岡構造線より

西側に分布する中期中新

世のマングローブ環境に

堆積した地層中から多産

する。また殻が厚く強靱

なため化石の保存状態が

良く，研究対象として魅

力的な二枚貝類である。

そのため古くから調べら

れ、多くの産出報告があ

るが（Noda 1966 など）、

産地毎の産状の比較は十

分に行われていない。そ

こで今回は、最もフィール

ド調査を行った勝田層群から得られた標本に，近隣の備北・鳥取、北但層群の標本も加えて産状と共産化

石などを表2に整理した。 

  

 

 

図3 主要な標本の特徴  スケールバー 10ｍｍを示す 

 

表2 産地によるAnadara kakehataensis の産状や共産化石の比較 



 

まとめ 

 アカガイ属の放射肋の数は殻の前後の端近くなると不鮮明ことが多いが、種ごとでその数が異なること

から、種を判断する大まかな基準として使用できる可能性がある。外形の測定値を種の判断に用いること

は圧力変形を考慮する必要があり、今回対象とした資料の数ではその有用性が判断できない。西日本のA. 
kakehataensis の産状で、他の種も含め複数個体の集まった場合以外、それぞれの1個体がコンクリーシ

ョン化した標本を見ていない。これらは、今後の課題として現地調査等を続け標本数を増やしていきた

い。 
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